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「植物生態学実験」

良かった点 改善するべき点

担当教官のコメント

・配布テキストが詳細であった。�

・講義、実験がとても興味深かった。楽しく実験ができた。

フィールドで実験できる。�

・プリントがとてもきれい。

“生態学の実験は実験室よりもフィールドが主体であるため，天候等に影響されるため予定通りに進まないこともあり、

学生諸君には迷惑をお掛けしました。この点、最初にお詫びします。頂いた評価から改善すべきこととして、学生に「興

味深さ」を与える授業を心がけたいと思います。そうすれば、「学生自身の取り組み」にも良い影響を与えるのではない

かと思います。”

・もっとフィールドに出てみたかった。�

・内容が基礎生物学実験の繰り返しという感じで、興味が

わかない。

良い 普通 良くない
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興味深さ

良い 普通 良くない

7 01

分かり易さ

良い 普通 良くない

6 02

話し方・速度

良い 普通 良くない

5 03

板書・プリント・
他メディア

良い 普通 良くない

6 02

シラバスとの
整合性

良い 普通 良くない
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あなた自身の
取り組み

良い 普通 良くない
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あなた自身の
満足度


